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１．横浜銀行におけるリスク管理の変遷 

２．リスクアペタイト・フレームワーク導入の考え方 

３．当社における取組状況 

４．課題 



１．横浜銀行におけるリスク管理の変遷 

格付 
R&I A A+ AA- 

16.4 
経営統合 

11.3 
東日本大震災 

08.9 
リーマンショック 

99.3 
公的資金受入 

04.8 
公的資金返済 

都内店舗削減 

海外拠点撤退 

政策株式売却 

信頼区間99%→ →信頼区間99.9% 

資本配賦開始 

上海支店開店 

利ざや改善運動 

住宅ローン 

ミドルリスク取組 不動産ＰＪ融資 
大口 
ロス 

資産家向け融資 

大企業融資削減 



リターン 

２．リスクアペタイト・フレームワーク導入の考え方 

◆統合リスク管理では不十分な点 

 破綻を回避するレベルでのリスクコントロー
ルは実際には現実的でない 

 フォワードルッキングなストレステストがリス

クテイクに反映されていない 

 リスクテイクとリターンが曖昧 

◆経営統合後の持株会社によるリスク管理 

 傘下銀行の事業特性に応じて選好するリス
クを特定する 

 フォワードルッキングなストレステストに基

づき、リスクの総量（上限）を計測する 

 リスクとリターンを評価し、グループ全体の

収益の極大化をはかる 

ストレス 

普通株式等 
ＴｉｅｒⅠ 

信用 
リスク 

市場 
リスク 

オペリスク 
その他 

信用 
リスク 

市場 
リスク 

オペリスク 
その他 

繰延税金
資産等 

実質自己資本 
（配賦原資） 

資本配賦 実際のリスク量 

①バッファ→資本の十分性 

②配賦内で運用 

③リターン向上 

損失限度 

統合リスク管理の枠組み 

持株会社によるリスク管理 

自己 
資本 

自己 
資本 

Ａ銀行 Ｂ銀行 

持株会社 

リスク リスク リターン 

収益 



３．当社における取組状況 

2018年3月から経営管理にRAFを導入 

リスク管理 
•リスクキャパシティ（上
限）の計測 選好するリ
スクの量と種類 
•回避すべきトップリスク 

利益計画 
• 部門別損益計画、ＯＨＲ 
• 連結当期利益、ＲＯＥ 
• 株主還元 

資本計画 
• 普通株式等ＴｉｅｒⅠ比率 

• 総自己資本比率、劣後
調達 
 

リスクアセット配分 

各部門業務運営方針 

取締役会 

一体的に決定 モニタリング 
・グループ全体の状況 
・傘下銀行ごとの状況 

リスクアペタイト・フレームワーク規程 

制定 

2018年度ステートメント 

• テールイベント発生時にも安定

配当可能なリスク限度、自己資

本回復のリカバリープランの設

定 

• 蓋然性の高いリスクシナリオに

おいても赤字回避 

• リスクリターンの高いポートフォ

リオ構築 

• コンダクトリスクを認識 

次期中期経営計画 



４．課題 

 経営企画部門とリスク管理部門の関係 

 選好するリスク（リスク・リターン）の選び方 

 自己資本とROE 

 社外役員の関与 


